
12 2022 D
E

C
.

No.377

広
報お

お
と

う



国
と
地
方
を
繋
げ
る

令
和
４
年
11
月
２
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門（
東
京
都
）で
行
わ
れ
た
地

元
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
に
、
福
岡
県
知
事
を
始
め
福
岡
県
議
会
議
長
、
北
九

州
市
長
、
福
岡
市
長
、
福
岡
県
市
長
会
会
長
、
福
岡
県
市
議
会
議
長
会
会
長
、
福

岡
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
と
も
に
、
福
岡
県
町
村
会
会
長
で
あ
る
永
原
譲
二
町

長
が
出
席
し
、「
令
和
５
年
度
国
の
施
策
・
制
度
・
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」を
提

出
し
ま
し
た
。
今
回
の
こ
ち
ら
町
長
室
で
は
、
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
、
国
内
で

初
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
２

年
11
か
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
未
だ
感
染
症
の

収
束
は
見
え
ず
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
地
方
の
実
情

と
、
地
方
が
ど
の
よ
う
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

伝
え
る
た
め
、
福
岡
県
や
政

令
指
定
都
市
で
あ
る
福
岡
市
・

北
九
州
市
、
福
岡
県
町
村
会

な
ど
の
代
表
と
、
地
元
選
出

地
方
の
実
情
に
則
し
た

支
援
を
求
め
る

国
会
議
員
と
の
懇
談
会
が
行

わ
れ
、
永
原
譲
二
町
長
も
福

岡
県
町
村
会
会
長
と
し
て
参

加
し
、
要
望
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

福
岡
県
町
村
会
は
「
令
和

５
年
度
国
の
施
策
・
制
度
・
予

算
に
対
す
る
要
望
書
」
と
し

て
７
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
及

び
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
」「
地

方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
に

つ
い
て
」「
地
方
自
治
の
確
立

に
つ
い
て
」「
地
域
活
性
化
対

策
等
の
推
進
に
つ
い
て
」「
農

林
水
産
業
の
再
生
等
総
合
的

な
農
山
漁
村
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
」「
保
健
福
祉
施
策
の

充
実
に
つ
い
て
」「
安
全
・
安

心
な
く
ら
し
の
た
め
に
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
次
の
２
点

に
つ
い
て
は
特
に
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
「
地
方
創
生
の
さ
ら

な
る
推
進
に
つ
い
て
」
で
は
、

町
村
は
、
人
口
減
少
の
克
服

と
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
、
住
民
等
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
地
域
の
課
題
解

決
や
魅
力
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
新
た
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」

を
拡
充
し
、
地
域
の
実
情
に

　

大
任
町
に
お
い
て
も
、
地

方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
の

た
め
、
将
来
に
わ
た
り
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

標
と
し
た
「
大
任
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
計
画
期
間
：
令
和
２
年
度
～

令
和
６
年
度
）」（
総
合
戦
略
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
の
さ
ら
な
る

推
進
を
目
指
し
て

配
慮
し
一
層
使
い
勝
手
の
良
い

も
の
と
す
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

次
に
「
地
方
自
治
の
確
立

に
つ
い
て
」
で
は
、
財
政
基
盤

の
弱
い
町
村
に
お
い
て
、
自
主

的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
財
政

基
盤
の
確
立
が
重
要
で
あ
る

中
、
特
に
地
方
交
付
税
の
充

実
強
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
交
付
税
率
の
引
き
上
げ

を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
、

ま
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」
な
ど
を
拡
充
・

継
続
し
、
地
方
交
付
税
な
ど

の
一
般
財
源
総
額
を
確
実
に
確

保
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

総
合
戦
略
の
中
で
は
、
基

本
目
標
と
し
て
「
地
域
経
済

を
活
性
化
し
、
安
定
し
た
雇

用
を
創
出
す
る
」「
本
町
へ
の

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」

「
時
代
に
あ
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
」
の
４
項
目
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
大
任
町
で
は
、
こ

の
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
子

育
て
定
住
促
進
の
町
営
住
宅

「
つ
ば
き
団
地
」
の
整
備
、
出

産
祝
い
金
の
支
給
、
０
～
５
歳

児
の
幼
児
教
育
・
保
育
料
の

完
全
無
償
化
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無

償
化
、
小
学
校
の
新
入
学
児

童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
支
給
な

ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
国
や
県
と
、
よ

り
一
層
強
い
パ
イ
プ
を
構
築

し
、情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、

全
町
民
の
福
祉
の
向
上
と
本

町
の
振
興
・
発
展
を
目
指
す

と
と
も
に
「
住
み
た
い
町
・
住

み
続
け
た
い
町
・
誰
も
が
住
み

た
く
な
る
町
」を
実
現
す
べ
く
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

▲懇談会の様子。写真手前が地元選出国会議員、写真奥が福岡県知事を始めとした県内各団体の代表。

▲要望内容を説明している様子。写真手前左が髙島 宗一郎福岡市長、写真手前右が永原 譲二大任町長。

右から永原 譲二大任町長、髙
たかしま

島 宗
そういちろう

一郎福岡市長、江
え ぐ ち

口 勝
まさる

福岡県副知事、服
はっとり

部 
誠
せ い た ろ う

太郎福岡県知事。福岡県町村会の要望内容について福岡県町村会会長である永
原町長が説明しました。
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　道の駅おおとう桜街道イルミネーション
　道の駅おおとう桜街道で、イルミネーションの
点灯をしています。今年の大任中央線のイルミネー
ションは、例年より距離が延長され、今任中央交差
点まで点灯します。
■とき　令和４年11月26日㈯～令和５年１月末
■ところ　道の駅おおとう桜街道
■点灯時間　17時30分～ 22時30分
問道の駅おおとう桜街道　もみじ館
☎63・4430

　

12
月
に
入
り
空
気
が
乾
燥
し
、
寒
い

日
が
多
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
た

め
、
各
家
庭
で
暖
房
機
器
を
使
用
す
る

機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加
え
、
年
末
年

始
で
慌
た
だ
し
く
、
火
事
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
お
出
か
け
前
、
お
や
す
み
前
は
も
う
一

度
、
火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
事
に
注
意

⑴
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

⑵
ス
ト
ー
ブ
か
ら
離
れ
る
時
や
寝
る
時

は
、
必
ず
火
を
消
す

⑶
給
油
す
る
時
は
必
ず
火
を
消
す

⑷
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
ス

ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
わ
な
い
、
置
か
な
い

⑸
火
が
つ
い
た
ま
ま
ス
ト
ー
ブ
を
移
動

さ
せ
な
い

⑹
決
め
ら
れ
た
燃
料
以
外
は
使
用
し
な

い■
こ
た
つ
か
ら
の
火
事
に
注
意

⑴
こ
た
つ
の
下
に
座
椅
子
や
掛
け
布
団

等
を
押
し
込
ま
な
い

⑵
こ
た
つ
の
中
で
衣
類
を
乾
か
さ
な
い

⑶
過
熱
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

■
も
し
も
の
時
に
備
え
て

⑴
消
火
器
等
の
消
火
用
器
具
を
準
備
す

る⑵
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

⑶
自
分
で
対
処
で
き
な
い
場
合
は
す
ぐ

に
避
難
し
、
火
災
を
周
囲
に
知
ら
せ
消

防
署
に
通
報
す
る

問
田
川
消
防
署 

特
別
救
助
小
隊

☎
44
・
０
６
５
０

火
の
元
の
点
検
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

◉
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
と
は

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以

下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る

た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
給
付
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
「
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

◉
申
請
に
つ
い
て

　
対
象
者
に
は
、
令
和
４
年
９
月
１
日
か

ら
順
次
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
緑
色
の
封

筒
で「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
」

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
等
の
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
封
の

目
隠
し
シ
ー
ル
を
貼
り
、
切
手
を
貼
っ
て

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
の
対
象
者
で
あ
っ
て
も
請
求
書
を

提
出
し
な
け
れ
ば
、
給
付
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

◦
注
意
事
項

　
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
お
早
め

に
請
求
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
給
付
金
の
受
取
方

　
請
求
書
の
提
出
か
ら
１
、
２
ヵ
月
後
に

「
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給
決
定
通

知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
支
払
い
月

の
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
振
込
通

知
書
が
到
着
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

　

請
求
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
に
対
す
る

再
発
行
の
手
続
き
や
、
給
付
金
支
給
の
該

当
か
知
り
た
い
な
ど
、
給
付
金
に
関
す
る

問
い
合
せ
に
つ
い
て
は
、
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
05
・
４
０
９
２

※
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
ご
自
身
の
基
礎

年
金
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

確
か
め
の
上
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
へ

　

税
の
申
告
時
に
医
療
費
控
除
を
申
告

す
る
場
合
は
、
医
療
費
の
領
収
書
に
代
え

て
、
医
療
費
通
知
を
添
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
通
知
は
、
年
間
６
回
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
12
月
診
療
分
の
医
療
費
通
知
は

３
月
下
旬
の
発
送
と
な
り
ま
す
。
確
定
申

告
時
期
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
通

知
で
き
な
い
月
分
に
つ
い
て
は
、
領
収
書

に
基
づ
い
て
作
成
し
た
医
療
費
控
除
の
明

細
書
を
申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課 

国
保
年
金
係 

☎
63
・
３
０
０
４

▼年金生活者支援給付金請求書

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚
地

域
事
務
所
で
は
、
随
時
、
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て

戸
別
説
明
、
出
張
説
明
も
可
能
で
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

　

12
月
４
日
か
ら
同
月
10
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
第
74
回
人
権
週
間
」
で
す
。
あ

な
た
の
街
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、
家
庭
内
の

自
衛
官
採
用
説
明
会

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

福
岡
県
農
業
大
学
校
研
修
生
募
集

人
権
週
間
及
び
無
料
特
設
相
談

　

福
岡
県
で
は
、
県
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

12
月
８
日
㈭
～
12
月
16

日
㈮

■
募
集
方
式　
抽
選
方
式

■
申
込
方
法　

役
場
住
宅
係
で
配
布
す

る
募
集
案
内
書
を
県
へ
郵
送

問
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社 

県
営
住
宅
管

理
部 

管
理
課
管
理
係

 

☎
０
９
２
・
７
８
１
・８
０
２
９

　

福
岡
県
農
業
大
学
校
で
は
、
本
県
の

農
業
を
担
う
農
業
者
の
育
成
・
確
保
を

図
る
た
め
、
短
時
間
で
の
技
術
習
得
研

修
を
実
施
す
る
研
修
科
を
開
設
し
て
お

り
、
令
和
５
年
度
の
研
修
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
を
行
う
科　

研
修
科
（
野
菜
コ
ー

ス
、
花
き
コ
ー
ス
）

■
募
集
定
員　

20
名
程
度

■
募
集
資
格　

福
岡
県
内
で
、
就
農
を
志

す
者
、
就
農
し
て
間
も
な
い
農
業
者
お
よ

び
品
目
転
換
を
志
す
農
業
者

■
研
修
期
間　

令
和
５
年
４
月
か
ら
６
か

月
以
上
１
年
以
内

■
受
付
期
間　

令
和
５
年
１
月
４
日
㈬
～

２
月
３
日
㈮

■
試
験
日　

令
和
５
年
２
月
22
日
㈬

問
福
岡
農
業
大
学
校　

☎
０
９
２・９
２
５
・
９
１
２
９

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室
☎63・4832

ふるさと館おおとう・サボテンハウス
☎41・2055

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育・社会教育）
☎63・3110

B&G海洋センター      ☎63・3110

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

国
保
年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

悩
み
ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い

じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
と
き　

12
月
７
日
㈬　
10
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　
大
任
町
役
場 

１
階
視
聴
覚
室

問
福
岡
法
務
局
田
川
支
局 

☎
44
・
１
４
２
６
（
案
内
番
号
３
）

　水は限りある資源、私たちの大切な財産です

　年末年始は、大掃除や年始の準備などで、毎年水道水の使用量が増える時期
です。小さな節水の積み重ねが大きな力になります。年末年始、水道水の節水
にご協力ください。各家庭での掃除や洗車のときは、水のかけ流しを行わないよ
う心がけをお願いします。
　道路での漏水などにお気づきのときは、役場水道課までご連絡ください。

問水道課   ☎63・3293

　

婚
姻
に
伴
う
新
生
活
を
経
済
的
に
応
援

し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏

み
出
せ
な
い
人
を
対
象
に
、
一
部
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

■
助
成
内
容

①
新
居
の
購
入
費
や
リ
フ
ォ
ー
ム
費

②
賃
貸
費
用
（
賃
料
・
敷
金
・
礼
金
・
共
益

費
に
限
る
）

※
会
社
か
ら
の
住
宅
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
対
象
外（
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
も
同
様
）

※
そ
の
他
、
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
な

ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
引
っ
越
し
業
者
や
運
送
業
者
に
支
払
っ

た
引
っ
越
し
費
用

■
助
成
条
件
（
①
②
③
共
通
）

▼
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
額
が

４
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
世
帯

▼
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
受
理
さ

れ
た
夫
婦

▼
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

■
そ
の
他

▼
過
去
に
こ
の
制
度
に
よ
る
助
成
を
受
け

て
い
な
い
こ
と

問
福
祉
課 

福
祉
係　
☎
63
・
３
０
０
４

　

医
師
・
歯
科
医
師
及
び
薬
剤
師
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
、及
び
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
歯
科

衛
生
士
及
び
歯
科
技
工
士
で
、
こ
れ
ら
の

大
任
町
結
婚
新
生
活
支
援
助
成
金

医
療
従
事
者
の
業
務
従
事
者
届

免
許
に
か
か
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

は
、
２
年
ご
と
に
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を

届
け
出
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
今
年
は
そ
の
届
出
年
で
す
。

■
届
出
期
限　

令
和
５
年
１
月
16
日
㈪

■
届
出
方
法

　
医
師
等
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
住

所
地
を
管
轄
す
る
県
保
健
福
祉
（
環
境
）

事
務
所
又
は
保
健
所
に
届
出
を
提
出
。

　

令
和
４
年
12
月
31
日
現
在
で
保
健
師

等
の
免
許
に
係
る
業
務
に
従
事
し
て
い
る

方
は
、
勤
務
地
を
管
轄
す
る
県
保
健
福

祉
（
環
境
）
事
務
所
又
は
保
健
所
に
届
出

を
提
出
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
等
で
業
務
に
従
事
し

て
い
る
方
は
、
従
事
先
を
通
じ
て
の
オ
ン

ラ
イ
ン
届
出
が
今
年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
届
出
票

　
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
。
県
保
健
福
祉
（
環
境
）
事
務
所

又
は
保
健
所
窓
口
に
て
配
布
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

問
福
岡
県
医
療
指
導
課　

☎
０
９
２・
６
４
３
・３
２
７
６

　
ま
た
は
最
寄
り
の
県
保
健
福
祉（
環
境
）

事
務
所
又
は
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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10
月
16
日
、
今
任
小
学

校
で
協
力
ス
ポ
ー
ツ
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
23
日
に
は
、
大
任
小

学
校
で
体
育
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
両
小
学
校
で

は
、
児
童
が
赤
組
と
白
組

の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

今
任
小
学
校
の
協
力
ス

ポ
ー
ツ
祭
は
、「
一
致
団
結

～
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
協

力
し
合
い
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
！

～
」
を
テ
ー
マ
に
全
校
児

童
が
一
致
団
結
し
て
、
最

後
ま
で
頑
張
る
姿
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
任
小
学
校
の
体
育
会

は
、「
み
ん
な
で
協
力
し
最

後
ま
で
力
を
出
し
き
る
体

育
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
児

童
全
員
が
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
全
て
の
力
を
出

し
き
る
熱
い
戦
い
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

両
小
学
校
と
も
に
、
今

回
の
行
事
を
通
し
て
、
成

長
し
た
姿
を
、
応
援
に
来

て
く
れ
た
保
護
者
に
見
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼ 10 月 23 日に開催された大任小学校 体育会の様子

▲ 10 月16 日に開催された今任小学校 協力スポーツ祭の様子
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　９月19 日、グループホームしじみ苑 B で敬老会が行われ
ました。
　敬老会では９名の利用者が参加し、施設長から米寿の方へ
表彰状が手渡され、その後スタッフによる歌や踊り、利用者
みんなで歌を歌うなど、余興を楽しみました。

敬老会が行われました
しじみ苑B敬老会

▼最上級生として気持ちのこもった合唱を披露する３年生

◀
余
興
が
大
好
き
な
方
ば
か
り
で
、
と
て
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た

◀
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
衣
装
な
ど
を
手
作
り
し
て
、
余
興

を
盛
り
上
げ
ま
し
た

▼生徒会はSDGｓについて短編ムービーを作成し発表しました

　10月30日、大任中学校体育館で文化祭が行われました。
合唱コンクールでは、全校生徒による校歌斉唱から始まり、
学年合唱、ブロック合唱が行われ、生徒達はすばらしい合唱
を披露しました。
　また、生徒が作成した様々な作品の展示発表や、吹奏楽部
３年生にとって中学校で最後となるステージ発表、生徒自由
発表、生徒会ステージ発表なども行われました。

心をひとつに歌声を届ける
大任中学校文化祭

年
末
年
始
は
、
保
健
衛
生
業
務
が
特
別
業
務
ま
た
は

休
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

問
住
民
課 

衛
生
係　

☎
63
・
３
０
０
３

　

年
内
は
、
12
月
28
日
㈬
ま
で
通
常

業
務
を
行
い
ま
す
。
令
和
５
年
は
１

月
４
日
㈬
か
ら
通
常
業
務
に
な
り
ま

す
。
個
人
で
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
ゴ
ミ
を
持
っ
て
行
く
場
合
は
、

役
場
で
許
可
を
も
ら
っ
て
12
月
28
日

㈬
の
16
時
ま
で
に
搬
入
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
田
川
郡
東
部
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

☎
82
・
２
７
９
０

ゴ
ミ
収
集

　

12
月
30
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま

で
救
急
時
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

▼
午
前
の
受
付
時
間　

９
時
～
11
時

　
30
分（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
午
後
の
受
付
時
間　

13
時
～
16
時

　
30
分（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
夜
の
受
付
時
間　

18
時
～
22
時
30

　
分（
内
科
・
小
児
科
）

※
保
険
証
（
こ
ど
も
医
療
証
）
な
ど
は

　
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
田
川
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
45
・
７
１
９
９

田
川
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

　

年
内
の
野
犬
捕
獲
及
び
飼
い
犬
・

猫
の
引
き
取
り
業
務
は
、
12
月
15
日

㈭
ま
で
行
い
ま
す
。
令
和
５
年
は
１
月

４
日
㈬
か
ら
通
常
業
務
と
な
り
ま
す
。

問
田
川
保
健
福
祉
事
務
所

☎
42
・
９
３
０
９

犬
猫
の
引
き
取
り

　

12
月
29
日
㈭
12
時
ま
で
通
常
業
務

を
行
い
ま
す
。
12
月
21
日
㈬
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
収
集

日
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
令
和
５
年
は

１
月
４
日
㈬
か
ら
通
常
業
務
と
な
り
ま

す
。

問
大
任
環
境
衛
生

☎
63
・
３
２
１
７

問
松
村
産
業　
　

 

☎
63
・
３
６
５
０

し
尿
く
み
取
り

　

１
月
１
日
㈰
は
休
業
し
ま
す
。

問
田
川
地
区
斎
場
組
合

☎
42
・
８
０
０
２

田
川
地
区
斎
場

多肉植物のトウダイ草科　ユーフォルビア属
　多肉植物でありながらサボテンのように棘があり、
鮮やかな赤い棘に覆われているのが特徴。
　子株がたくさん発生し、その成長とともに群生株を
形成します。
　開花期には、濃い赤色の花が咲きます。
問サボテンハウス（大任町教育委員会）☎41・2055

●作品名　「盛花」 （大任町文化連盟生花教室から選出）
●作者　生花教室 一同
●コメント

「季節折々の花々を生け、心豊かに和気あいあいとした教室です。
今は、来年の大任町文化祭に向けて頑張っています。興味がある
人がいたら、一緒にしてみませんか。きっと楽しくなりますよ」

紅彩閣（こうさいかく）

大任無限創立 30 周年記念大会が開催されました
　10 月 30 日、11月３日、11月５日の３日間、大任球場をメイン会場とし、田川市郡の球場で大任無限創
立 30 周年記念大会が開催されました。福岡県内外から 51チームが集まり、トーナメント形式で試合が行
われ、熱い戦いが繰り広げられました。激戦を勝ち抜き、見事入賞したチームは、１位が飯塚ビーバーズ、
2 位が添田フリーズ、３位が小郡少年野球と大任無限となりました。安武政樹監督は「今回の大会は新型コ
ロナウイルスの影響下での開催となりましたが、大任無限 OB を始めとした関係者の方々や、日頃より応援
してくださる皆様方のおかげで、盛大に開催することができました。また、本当にたくさんの方々からの協
賛や、大会開催に向けてご尽力いただきましたこと、この場をお借りして感謝申し上げたいと思います。今
後も、子どもたちが大好きな野球をもっと好きになれるように、選手・父母・コーチの『連携プレー』で上
を目指して行きたいと思います」と話してくれました。
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　町民の日常生活における経済的支援として、全町民に対し、１万円分の大任町元
気回復商品券を贈呈します。

＜対象者＞　令和４年 10月１日現在において、大任町に住民登録がある方
＜額面＞　一人あたり１万円分（５００円券× 20枚）
＜商品券の受取期間および受取窓口＞

　※受付時間：９時～ 17 時（土日祝除く）

　また、平日受取が困難な方のため、下記の日程で臨時窓口を開設します。

＜商品券の使用期間＞　令和４年10月24日（月） ～ 令和５年３月12日（日）
＜使えるお店＞　大任町内の加盟店舗で使用することができます。加盟店舗に
ついては商品券配布時にお渡しするチラシをご確認ください。

マイナンバーカードをお持ちの方、または、配布期間中にマイナンバーカードの申請
を行った方に、追加で商品券を贈呈します。
＜対象者＞　
　①令和４年10月１日現在において、大任町に住民登録がある方
　②すでにマイナンバーカードの交付を受けている方、または令和４年12月23日
　までに交付申請を行った方
＜額面＞　一人あたり５千円分（５００円券× 10枚）
＜商品券の受取期間および受取窓口＞＜商品券の使用期間＞＜使えるお店＞につ
いては上記と同様です。
※マイナンバーカードは、役場住民課戸籍係の窓口、インターネットおよび郵送で交
付申請することができます。

大任町元気回復商品券配布事業

 さらに５千円分の商品券も

商品券の受取はお済みですか
受取は12 月 23日㈮まで

　12月 23日（金）まで 役場２階 総務企画財政課

　12月 11日（日）　９時～ 17時 役場１階 町民ホール

問　総務企画財政課　企画財政係　☎ 63・3000（代表）
大任町新型コロナウイルス感染症対策応援事業

最大 20,000円分の買い物で
使えるポイントがもらえる！

マイナンバーカードの
取得で

最大5,000円分

健康保険証としての
利用申し込みで

7,500円分

公金受取口座の
登録で

7,500円分
＋ ＋※１ ※２

※１…申し込み後、選択したキャッシュレス決済サービスで買い物またはチャージした金額の25％
　　　分がポイントとして付与されます。マイナンバーカードをすでに取得した人のうち、マイナ　
　　ポイント第１弾（令和３年12月末まで実施）に申し込んでいない人が対象です。
※２…今後、臨時の給付金などがあった場合の振り込みに使用されます。登録しておくことで、申
　　　請の際に通帳のコピーが不要になるなど、手間を省くことができます。

　 町では、「申込方法がわからない」「スマートフォンやパソコンを持っていない」
 という人を対象に、サポート窓口を開設しています。

　　　　　役場１階窓口（住民課、税務課、福祉課）

　　　　　●マイナンバーカード
　　　　　●マイナンバーカードの暗証番号（数字４ケタ）
　　　　　●キャッシュレス決済サービスのカードやアプリ
　　　　　●本人名義の口座情報が分かる通帳など（公金受取口座の登録をする場合）

マイナポイント申込みサポート窓口を開設中！

場　所

必要な
もの

　マイナポイントの申し込みは、ご自身のスマートフォンやパソコン
からもお申込みいただけます。
　また、役場以外にも「マイナポイント手続スポット」にて、申し込
みサポートを受けることができます。
　詳しくは、マイナポイント事業ホームページをご覧ください。
ホームページはこちら

マイナンバー総合フリーダイヤル
０１２０・９５・０１７８
（音声ガイダンスに従って「５番」を選択してください）
受付時間：全日　９：３０～２０：００

マイナンバーカードを12月末までに申し込んだ人が対象です
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 でも申請・受付できます
　マイナンバーカードの時間外窓口を下記のとおり開設します。
■開設時間　
　平日時間外：19時まで（土日祝除く）※前日17時までに要予約
　12月 11日㈰：９時から17時まで　※事前の予約は必要ありません
■対象者　
　仕事や学業などで開庁時間内に来庁できない人
■申請に必要なもの　
　本人確認書類（運転免許証、パスポート等）、交付申請書（お持ちの方のみ）、通知カード（手
　元に無い場合は不要）
■利用できる手続き　
　マイナンバーカードの申請および交付のみ
　※各種証明書の交付や住民異動などの手続きは行いませんので、ご注意ください
　　予約時間や申請に必要なものについてはお問い合わせください　
問住民課 戸籍係　☎63・3003

　現在、大任町のマイナンバーカード交付率は 48.4％（令和４年 11 月１日時点）と
なっており、令和３年 11 月１日時点に比べ、19.82 ポイント増加していますが、まだ、
全国平均値 51.1％（令和４年 10 月末時点）よりも低い数値となっています。
　そこで、今年度においても、マイナンバーカード交付率を 50％以上に引き上げるこ
とを目標としています。
　マイナンバーカードは、身分証として使えるだけでなく、行政手続きの際に必要な
書類を省略できます。また、健康保険証の利用申込みや公金受取口座の登録がはじまっ
ており、令和４年 12 月末までに申請した方を対象に、お買い物などで利用出来るマイ
ナポイントの申込み・付与が開始されています。これを機に、みなさんの生活を便利
にする「マイナンバーカード」を作ってみませんか？
　マイナンバーカードを、国民健康保険証または、後期高齢者医療保険証として利用
されたい方は、福祉課 国保年金係にお問い合わせください。
　【住民課 戸籍係の窓口でカードの申請が無料でできます】
　住民課 戸籍係では、マイナンバーカードを申請する際に必要となる顔写真を無料で
撮影し、申請の補助を行っています。ぜひ、ご利用ください。
　また、役場でマイナンバーカードを申請していただいた方に限り、「本人限定受取郵
便（書留）」にて、マイナンバーカードをご自宅にお送りします。
　申請の際に必要なもの等については、お問い合わせください。
　マイナンバーカードの申請について　問住民課 戸籍係　☎63・3003
　国民健康保険証・後期高齢者医療保険証について　
　　　　　　　　　　　　　　　問福祉課 国保年金係　☎63・3004
　その他のご質問について　問マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120・95・0178

太陽光発電設備を設置のみなさまへ

～固定資産税（償却資産）の申告を行っていますか？～

　太陽光発電設備は固定資産税（償却資産）の申告の対象となる場合があります。申告の対象と
なる方は、毎年１月１日時点の償却資産の所有状況を同月末日までに申告する必要があります。
　申告の対象となる方で、昨年度以前に申告されている方については、申告書を郵送しています。
また、今年度初めて申告される方で、お手元に申告書がない方については、「償却資産申告書」を
郵送させていただきますので、税務課までご連絡ください。

太陽光発電設備における固定資産税の区分
設　備　

太陽光
パネルの設置方法

太陽光パネル 架　台 接続ユニットパワーコンディショナー 表示ユニット 電力量計等

家屋に一体の建材（屋根
材など）として設置 家　屋 家　屋 償　却 償　却 償　却 償　却

架台に乗せて屋根に設置 償　却 償　却 償　却 償　却 償　却 償　却
家屋以外の場所（露地や
家屋の要件を満たしてい
ない建築物など）に設置

償　却 償　却 償　却 償　却 償　却 償　却

家屋…固定資産税（家屋）に該当しますので、償却資産としての申告は不要です。
償却…固定資産税（償却資産）に該当し、申告が必要となる可能性があります。下表にて申告対 
　　   象になるか確認してください。

申告の対象となる方
設置者 10kW 以上の太陽光発電設備

（全量売電・余剰売電）
10kW 未満の太陽光発電設備

（余剰売電）

個　人

家屋の屋根などに太陽光発電設備を設
置して全量売電か余剰売電をされる場
合は、売電するための事業用資産とな
り、発電に係る設備は申告の対象とな
ります。

売電するための事業用資産とはみなされ
ないため、償却資産の申告の対象外です。

個人
（個人事業主）

個人の方であっても事業の用に供されている資産については、発電出力量や、
全量売電か余剰売電かにかかわらず償却資産としての申告の対象となります。

法　人 事業の用に供されている資産になりますので、発電出力量や、全量売電か余剰
売電かにかかわらず償却資産としての申告の対象となります。

※なお、新たに太陽光発電に供される土地については、課税地目等が変更となる場合があります。
ご不明な点がありましたら、税務課までお問い合わせください。

問税務課　☎ 63・3002
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○予約方法
　①電話（0947・63・4140）
　②窓口（田川地区クリーンセンター事務所）

○配布日時
　平日９時から 16 時まで（12 時～ 13 時は除く）
　※毎月の生産量に限りがあるため、予約数に達した時点で、その月の予約受
　　付を終了する場合があります
　※当日の予約数、在庫状況により来所時にお渡しできる場合もあります
　※配送は行いません

○堆肥について

【お問い合わせ】
田川地区広域環境衛生施設組合　田川地区クリーンセンター
☎０９４７・６３・４１４０
〒８２４- ０５１２
田川郡大任町大字大行事２２５９番地（成光区内）

田川地区クリーンセンターでは

堆肥を無料で提供します。

窒素 リン カリ 炭素比
４．６１％ ２．８９％ ０．５％以下 ７

【成分】

▲縦約 55㎝、横約 35㎝

性状：粒状　　荷姿：袋詰め（10㎏入り）　　原料：し尿・浄化槽汚泥

使用上の注意
・お子様の手の届かない所に保管してください
・空き袋をかぶったりすると危険です
・食品ではありません。万が一、口に入れた場合には、医療機関にご相談ください
・作物の影響について、当組合では責任を負いかねます

　寒さが厳しくなってくると水道管や水道メーター等が凍結し、水が出なくなったり、
破裂したりすることがあり、高額な修理費用がかかってしまう場合があります。ちょっと
した準備で防ぐことができますので、家庭でできる防寒対策をご紹介します。

●凍結から水道管を守るため
◆ 特に凍結しやすい場所
　・風当たりの強いところにある水道管やメーター
　・北向きで日陰にある水道管やメーター
　・むき出しになっている水道管
　・家の外にある蛇口
◆ 露出している水道管や蛇口を保温
　水道管や蛇口に保温材や毛布等を巻き付け、水に濡れて凍らないようにその上から隙
　間なくビニールテープ等でしっかり巻いてください。
◆ メーターボックス内を保温
　メーターボックス内に保温材（発泡スチロールや毛布や布切れ等）を入れ、水道メー
　ター等を保温してください。保温材の上からビニールなどを巻いて濡れないようにし
　てから、メーターを上下左右から保護するように取り付けてください。
◆ 水を出しておく
　特に冷え込みが予想される時は、前日の夜から水を少しずつ出しておくのも有効です。
　ただし、出した分の水については、料金がかかりますので出し過ぎにはご注意ください。
　お風呂の浴槽などにためるようにして有効活用しましょう。
◆ こんな時には特に注意しましょう
　・外気温が０℃ 以下になった時
　・旅行で家を留守にするなど、長期間水道を使用しないとき（漏水の発見が遅れるため）

●凍結してしまったら
◆ ぬるま湯をかける
　凍結して水が出ない時には、自然に溶けるのを待つか、蛇口をいっぱいに開けて、凍っ
　た部分にタオル等をかぶせ、その上からぬるま湯をゆっくりとかけてください。熱湯
　を一気にかけると、ひび割れや破裂を起こすことがあるので注意しましょう。

寒くなるこれからの季節
　水道管にも冬支度をしましょう

問水道課   ☎63・3293
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「親子で楽しむ音楽物語」を開催しました

【 社協だより 】問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

　１０月３０日、ＯＴＯレインボーホールで秋の読書週間イベント「親子で楽しむ音楽物語」を開催し、総勢３７人の方
が来場しました。
　ミニコンサートに続いてスイミー音楽物語を実施。フルート奏者の籾

もみやま
山 仁

ひ と み
美さん、ピアノ奏者の窪

く ぼ た
田 脩

しゅうこ
子さんの演奏

が始まると会場は一気に華やかな雰囲気に包まれました。
　曲間では来場者参加者型のクイズ、曲中でも来場者の手拍子を加えるなど、奏者と来場者の距離が縮まり一体感のあ
るミニコンサートとなりました。

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。
※新年は１月５日㈭より開館します
◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

12 月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

※リクエストも受け付けています

一般書
●マイ・プレゼント
●きらめきを落としても
●ベニシアと正２

児童書
●もっといろいろばあ
●食糧危機のサバイバル
●バスが来ましたよ

青山 美智子　著
鯨井 あめ　著

ベニシア・スタンリー・スミス　著

新井 洋行　作
ゴムドリco.　文
由美村 嬉々　文

DVD
●警察日記
●天才作家の妻

CD
●サム・テイラー
　～魅惑のテナー・サックス
●瞳へ落ちるよレコード

久松 静児　監
ビョルン・ルンゲ　監

サム・テイラー
あいみょん

vol .109 

▼優しく取材に答えていただきました

クローズ・アップ

−大任町教育委員−

子どもたちのために
帆
ほ あ し

足 昌
ま さ ひ ら

平さん（秋永）

　今月のクローズアップは、今年９月５日から大任町教
育委員に就任された帆足 昌平さんです。
　帆足さんは、令和３年６月から、大任町文化財専門委
員として、大任町の文化財保護に尽力されています。ま
た、子どもたちが安全に登下校ができるように、毎朝一
緒に登校するなど、子どもの見守りボランティア活動を
16年間取り組まれています。
　そんな帆足さんに趣味を聞いてみると「昔は写真やマ
ラソンをしていましたが、新型コロナウイルス感染症の
流行もあり、あまりできていません。今は、毎朝一緒に
歩いている子どもたちの成長を見ることが楽しみです。
気がつくとこの間まで1年生だった子どもが、もう６年
生になり、下級生の子どもを引っ張っています。そのよ
うに子どもたちが元気いっぱいに育っていく姿を見るこ
とが楽しいです」と笑顔で話してくれました。
　また、帆足さんは「飯塚国際車いすテニス大会」のボ
ランティアスタッフもされており、その大会について「新
型コロナウイルス感染症の影響で、ここ３年間は開催で
きていません。以前開催されているときは、スタッフ一
人ひとりが周囲を見て、臨機応変に対応し、国内外から
参加した選手から素晴らしいと言われる国際大会となっ
ていました。今年は国内選手のみが参加する大会を開催
することができ、また、国外の選手も参加できる日が来
ることを楽しみに待っています」と話してくれました。
　最後に教育委員としての意気込みを聞くと「今回、大
任町教育委員という大変重要な仕事を任せていただきま
した。これからの未来を担う子どもたちにとって、より
良い教育環境の充実のため、全力で取り組んでまいりた
いと思います」と真剣な顔で話してくれました。

　１月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集
します。次回の締め切りは12月９日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

　秋晴れの空のもと、１０月２３日㈰に、大任小学校体育
会が行われました。今年も新型コロナウイルス感染防止の
観点から、低学年・中学年・高学年に分けての分散開催と
なりました。制限はあるものの、子ども達は練習段階から
一所懸命頑張りました。
　当日は３、４年生の中学年から低学年、高学年の順番で
行われました。どの学年も保護者の参観を前に緊張した面
持ちでしたが、どの子も集中した姿を見せていました。特
に高学年がお世話を進んで行い、学年の枠を超えた交流
ができました。
　保護者の方々も、延べ７００名以上の参観をいただき、
笑顔で応援する姿が印象的でした。子ども達にとっては体
育会を経験して、また一つ成長できたと実感しました。こ
れからも本校教育にご理解とご協力をお願いします。

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

子ども達の一生懸命な姿に
感動した体育会でした！

教 育 信通 大 校学任 小

く ん １歳
令和３年12月２日生まれ

上今任・男の子

く ん ３歳
令和元年12月６日生まれ

柿原・男の子

▼スイミー音楽物語の様子 ▼来場者と一緒に手拍子をしている籾山さん
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０

●物件事故    ８ 件 （106 件）
●人身事故    １ 件 （19 件）
●死亡者数    ０ 件 （０  件）
●負傷者数    ０ 件 （38 件）

（　）内は令和４年の累計

交通事故発生状況（10 月中）

交 通

 12月行事予定表 師走
日 月 火 水 木 金 土

場 所 １ ２ ３
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

第35回少年の
主張大会

【レインボーホール 
受 付 : ９ 時 30 分　
開会 :10 時～】

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

１歳６か月児・３
歳児健診
(対象者個別通知)

【レインボーホール 
13時30分〜14時30分】

２か月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

11 12 13 14 15 16 17
子育て相談
(対象者個別通知)

【集会室 ９時30分～
16時30分】
※要予約

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)
新型コロナワクチ
ン集団接種

【多目的 14時〜17時】

18 19 20 21 22 23 24
大任小・今任小
給食終了

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【レインボーホール
13時30分〜 14時30
分】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

３校終業式

25 26 27 28 官公庁仕事納め 29 30  31
国民健康保険税
第６期納期限
固定資産税
第４期納期限

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

役場仕事納め
後期高齢者医
療保険料
第６期納期限

21日水
大任中給食終了

田川警察署からのお知らせ

　【年末年始の特別警戒について】
　人の動きや消費・物流が活発になる年末年始は、さまざまな事件・事
故の発生が懸念されます。防犯のポイントを知り、被害に遭わないよう
にしましょう。

《各犯罪への防犯ポイント》
◎ニセ電話詐欺の防止《電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談・110 番！》
・電話でお金の話が出たら詐欺を疑う　
・ATM を操作してお金が戻ることはない
◎侵入窃盗対策
・短時間の外出でも施錠をしっかりする　・窓には補助錠を付ける
・合い鍵をポスト等で管理することなくしっかり管理する

（令和４年 10 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,591 人  （－２）    763 人 （－５） 2,354 人  （－７）

女 1,629 人  （±０） 1,165 人 （＋３） 2,794 人  （＋３）

計 3,220 人  （－２） 1,928 人 （－２） 5,148 人  （－４）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,624 世帯（－６） 

★
編
集
室

▼
つ
い
こ
の
前
ま
で
半
袖
を
着
て
い
た
感

覚
で
す
が
、
こ
た
つ
が
必
要
な
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
年
々
時
間
が
経
つ
の
が
早
く

な
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。（
洸
二
）

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る

お
お
と
う
桜
街
道
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。今
年
は
例
年
よ
り
距
離
を
延
長
し
、

今
任
中
央
交
差
点
ま
で
点
灯
し
ま
す
。

　町では新成人の二十歳の門出を祝って、下記のとおり二十歳のつ
どいを開催します。
■とき　令和５年1月８日㈰　受付：13時30分　開式：14時（予定）
■ところ　レインボーホール
■対象者　平成 14 年４月２日～平成 15 年４月１日生まれの人
※町内在住の方には、12 月上旬までに案内状を送付します。ま
た、他市町村に転出している方でも出席できますので、ご連絡
ください
※今後の新型コロナウイルス感染症拡大状況により、変更や中
止、従来とは異なる式典内容等を行う場合がありますので、ご
了承ください
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

誓いを新たに！羽ばたけ若人たち
令和４年度　大任町二十歳のつどい

１/８
日

開催

イベントの中止・延期について

※今後の状況により、変更がありましたら
大任町ホームページに掲載します。
問大任町新型コロナウイルス感染症対策本部
☎63・3000

新型コロナウイルスに関連し
た感染症対策に関する対応に
ついて

町内施設等の対応について

大任町役場コミュニティセンター
　問総務企画財政課 総務係
　☎ 63・3000

大任町公民館
B&G 海洋センター体育館
上屋付多目的広場
町民野球場
自然の森キャンプ場
町民グラウンド
学校施設（体育館・武道場）
サボテンハウス　
ふるさと館おおとう（臨時休館中）

　問大任町教育委員会 教育課 社会教育係
　☎ 63・3110

島台隣保館
今任町民会館

　問福祉課 福祉係　☎ 63・3004
子育て支援センター

　問大任町社会福祉協議会
　☎ 63・4828

ＯＴＯレインボーホール（ホール・図書室）
　問ＯＴＯレインボーホール
　☎ 63・4832

　通常通り施設の利用受付を行っています。
施設に入られる際は、マスクの着用や咳エチ
ケット、「三密」を避けるなど感染対策を行っ
てください。また感染拡大防止のため名簿に
氏名、連絡先、入退室時間を記載いただきま
す。（11月17 日時点）

下記のイベントは、中止します。（11月17 日
時点）

○人権講演会
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９月定例会本会議出席状況
丹
村
咲
男

田
中
良
幸

永
原　

学

坂
本
年
行

松
下　

太

宮
本
孝
一

毛
利
英
文

奥
永
明
正

佐
々
木
正
憲

次
谷
隆
澄

末
廣
聖
法

　９月１日　午前 10 時　本会議（初日） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
　９月５日　午前 10 時　本会議（最終日） 出 出 出 出 出 病欠 出 出 出 出 病欠

議会運営委員会報告
第 3 回定例会に向けて協議（８月 25 日開会　永原学議員）
会期：９月１日から９月５日までの５日間で決定
７議案を各常任委員会に付託（総務３議案、地域振興４議案）
認定１件、同意１件については９月１日本会議にて採決
請願、陳情、意見書の提出３件　各議員へ配布
一般質問３件（１名）
※大任町監査委員の選任における同意案件は９月１日追加日程により本会議にて
採決
大任町教育委員会委員の任命における同意案件は９月２日議案の提出があり、９
月５日本会議にて採決 ▲永原議員

一部事務組合報告
田川郡東部環境衛生施設組合議会第２回臨時会（７月４日開会　田中良幸議員）
・令和４年度一般会計補正予算（原案のとおり可決）

田川郡東部環境衛生施設組合全員協議会（７月４日開会　田中良幸議員）
・去る４月に行われた広域行政に関する勉強会と称し、開催された会議の中で
  田川地区ごみ処理施設建設が、あたかも著しい疑惑があるかのような印象操
  作や虚偽発言等を行い、その会議を主催した３名の田川市議に対し、執行部、
  組合議会の総意のもと、正副組合長並びに正副議長の連名による抗議文送付
  を決定。

田川地区斎場組合議会第２回定例会（８月５日開会　佐々木正憲議員）
・令和４年１月１日から５月 31 日までの経過月分の出納検査について報告
  （原案のとおり了承）
・令和３年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定（原案のとおり認定）
・令和４年度田川地区斎場組合一般会計補正予算第１号（原案のとおり可決）
・田川地区斎場組合監査委員の選任（添田町議会選出の畠田勝廣氏が選任） ▲田中議員

おおとう
　　　  議会だより

令和４年
９月定例会

上写真：昭和 43 年ごろ、安高地区から
見た大峰のボタ山の写真です。

条例改正２件、補正予算５件、同意案件３件、
認定案件１件、計 11 件が提案され、原案のと
おり可決しました。

第３回定例会
 　会期 令和４年９月１日～９月５日
　　・本会議　　　　　　　９月１日
　・総務常任委員会　　　９月１日
　・地域振興常任委員会　９月２日
　・本会議　　　　　　　９月５日

▲上写真が撮影された場所の現在の様子 ( 安高地区）

議長報告
福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部運営委員会（７月８日開会）
・７月 29 日開会の福岡県介護保険広域連合議会第２回定例会に関する
  議案等の内容説明

田川郡町村議会議長会議（７月 27 日開会）
・令和４年度福岡県町村議会議長会 各郡提出要望について
・「田川郡町村議会議長会議員研修会」「田川郡町村議会議長会県外視察研修」
  について ▲松下議長
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新生児向け特別定額給付金事業費

【補正予算の主な内容】

商品券等配布事業費

マイナンバーカード普及促進
事業費

道路整備事業費
　安永７号線ほか

【補正額】８億６，６１４万４千円増額
【総額】 ６２億６１４万１千円

一般会計補正予算

特別会計補正予算
・国民健康保険事業　　　　　
　【補正額】２，８９１万３千円増額　【総額】７億４，１７６万８千円

・後期高齢者医療　　　　　　
　【補正額】２３万３千円増額　【総額】７，７５２万８千円

・し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業
　【補正額】１億８，８０４万１千円増額　【総額】7３億６８１万９千円

・水道事業会計
　収益的収入及び支出　【補正額】１千円増額　【総額】１億６，３６７万８千円
　資本的収入　【補正額】５万６千円増額　【総額】１億４，７４５万８千円
　　　　支出　【補正額】３４７万８千円増額　【総額】２億１，１７５万８千円
　※収入額の不足額は過年度分及び当年度分損益勘定留保資金で補てん

９月２日　地域振興常任委員会（４議案）審議結果
奥
永 

明
正

佐
々
木 

正
憲

毛
利 

英
文

次
谷 

隆
澄

末
廣 

聖
法

　令和４年度　大任町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○
　令和４年度　大任町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○
　令和４年度　大任町し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特別会計補
　正予算（第１号）

ー ○ ○ ○ ○

　令和４年度　大任町水道事業会計補正予算（第２号） ー ○ ○ ○ ○

地域振興常任委員会　（委員長：奥永明正）

９月１日　総務常任委員会（３議案）審議結果
坂
本 

年
行

永
原　

 

学

田
中 

良
幸

丹
村 

咲
男

宮
本 

孝
一

　大任町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について ー ○ ○ ○ ○
　大任町財政事情書の作成及び公表に関する条例等の一部を改正する条例につい
　て

ー ○ ○ ○ ○

　令和４年度　大任町一般会計補正予算（第２号） ー ○ ○ ○ ○

総務常任委員会　（委員長：坂本年行）

問 

宮
本 

　

ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
中
で
、
発
熱
し
て

か
ら
５
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
発
熱
に
対

し
効
果
が
得
ら
れ
る
と
い
う
飲
み
薬

が
２
０
０
万
人
分
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

４
０
万
人
分
し
か
全
国
に
配
布
し
て
お

ら
ず
、
残
り
の
１
６
０
万
人
分
は
在
庫

と
し
て
厚
生
労
働
省
が
保
管
し
た
ま
ま

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
高
齢
者
を
守

る
た
め
に
も
、
早
急
に
残
り
の
１
６
０
万

人
分
の
飲
み
薬
を
全
国
に
配
布
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
全
国
町
村
会
の
副
会
長

で
あ
り
、
福
岡
県
町
村
会
の
会
長
で
あ

る
永
原
町
長
に
、
国
又
は
県
に
、
要
望

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 

町
長

　

今
後
、
全
国
町
村
会
の
役
員
会
や
福

岡
県
町
村
会
の
理
事
会
な
ど
で
、
そ
う

い
っ
た
薬
は
ど
ん
ど
ん
配
布
し
て
い
た
だ

く
よ
う
国
や
県
に
要
請
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▲宮本孝一委員

　

９
月
１
日
、
総
務
常
任
委
員
会
に

お
い
て
の
質
問
で
す
。

総務常任委員会 質問

福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月８日開会　佐々木正憲議員）
・７月 29 日開会の福岡県介護保険広域連合議会第２回定例会に関する議案
  等の内容説明

福岡県介護保険広域連合議会第２回定例会
　　　　　　　　　　　　　　　　 （７月 29 日開会　佐々木正憲議員）
・令和３年度福岡県介護保険広域連合一般会計歳入歳出決算（原案のとおり認定）
・令和３年度福岡県介護保険広域連合介護保険事業特別会計歳入歳出決算
  （原案のとおり認定） ▲佐々木議員
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質問
問 

松
下 

　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
の

デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
委
託
料
と
い
う
こ
と
で
５
５
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど

う
い
っ
た
事
業
で
す
か
。

答 

町
長

　

こ
の
５
５
０
万
円
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
で
東
京
の
企
業
か
ら
、
大
任

町
に
情
報
発
信
等
に
関
連
す
る
機
器

や
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
条

件
付
き
で
い
た
だ
い
た
寄
附
金
で
す
。

答 

総
務
企
画
財
政
課
長

　

具
体
的
に
、
都
市
圏
の
個
人
や
企

業
に
対
し
、
大
任
町
の
特
色
や
と
り

行
っ
て
い
る
施
策
等
に
つ
い
て
情
報
発

信
を
行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
募
る
事
業
で
あ
り

ま
し
て
、
情
報
発
信
に
か
か
る
通
信
環

境
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備
に
関
す

る
経
費
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

問 

松
下 

　

商
品
券
等
配
布
事
業
で
１
万
円
の

商
品
券
を
配
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

他
町
村
で
は
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
ら
、

５
万
円
給
付
し
て
い
る
町
が
あ
る
と
聞

い
た
が
、
大
任
町
は
そ
う
い
っ
た
給
付

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答 

総
務
企
画
財
政
課
長

　

先
ず
は
１
万
円
の
商
品
券
で
す
が
、

国
の
臨
時
交
付
金
を
財
源
と
し
て
お

り
、
そ
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

本
町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
応
援
事
業
と
い
う
形
で
支

給
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
社
会
問
題
に
な
り
、
こ
れ

ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
臨
時
交
付

金
を
受
け
、
そ
の
都
度
、
本
町
独
自

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

応
援
事
業
と
い
う
形
で
、
手
指
の
消

毒
物
資
の
支
給
な
ど
、
様
々
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
交
付
金
の
活

用
策
に
つ
い
て
は
、
実
情
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
、
検
討・立
案
し
、

実
行
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町

民
な
ど
に
対
す
る
支
援
策
と
い
う
の

は
様
々
で
あ
り
ま
し
て
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
、
か
か
ら

な
い
に
関
係
な
く
、一
律
に
町
民
等
に

対
し
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

松
下 

　

今
後
の
町
営
住
宅
建
設
の
計
画
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

答 

町
長

　

町
営
住
宅
の
建
設
予
定
で
す
が
、
森

山
住
宅
に
お
い
て
は
、
建
物
は
建
っ
て
い

ま
す
が
、
外
構
工
事
は
こ
れ
か
ら
と
な
り

ま
す
。
令
和
５
年
度
以
降
は
、池
本
住
宅
、

小
林
住
宅
の
残
り
の
建
て
替
え
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、
住
民
説
明
会
を

行
い
、
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
た
ら
、
着

手
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

松
下 

　

今
、
住
民
が
住
ん
で
い
る
、
若
し
く
は

建
っ
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
、
新
た
に
建
て
替
え
を

計
画
し
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト

の
飼
え
る
町
営
住
宅
の
建
設
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
の
中
に
は
ペ
ッ

ト
を
わ
が
子
同
然
に
可
愛
が
り
、
宝
物
の

よ
う
に
一
緒
に
生
活
し
て
、
暮
ら
し
て
い

る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
建
て

替
え
の
際
に
、
そ
の一
帯
は
全
部
ペ
ッ
ト
を

許
可
し
て
、
犬
が
吠
え
よ
う
が
、
猫
が
鳴

こ
う
が
気
に
し
な
い
よ
う
な
居
住
空
間
を

造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
に
強
い
材
質
の
も
の
も
色
々
で
き

て
お
り
ま
す
し
、
何
と
か
計
画
し
て
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
老
後
を
送
れ
る
よ
う
な
状
況

を
作
れ
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答 

町
長

　

か
な
り
難
し
い
内
容
で
す
が
、
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲松下太議長

　

９
月
１
日
、
総
務
常
任
委
員

会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

総務常任委員会

▲次谷隆澄議員

質
問
趣
旨

・
水
道
料
金
に
つ
い
て

・
田
川
地
区
８
市
町
村
共
同
施
設「（
仮
称
）

大
任
町
ご
み
処
理
施
設
」
に
つ
い
て

・
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

９
月
５
日
、
本
会
議
で
の
一
般
質
問
で
す
。

一般質問問 

次
谷 

　

１
点
目
の
質
問
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
で
す
。

①
今
現
在
、
水
道
料
金
未
納
の
件
数
と
総
額
に

つ
い
て

②
基
本
料
金
の
プ
ラ
ン
詳
細
と
比
較
に
つ
い
て

③
料
金
の
値
下
げ
や
基
本
料
金
プ
ラ
ン
の
見
直

し
に
つ
い
て
改
定
な
ど
の
考
え
は
な
い
の
か

　

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
水
道
課
に
お
伺
い

し
ま
す
。

答 

水
道
課
長 

　
①
今
現
在
、
水
道
料
金
未
納
の
件
数
と
総
額

に
つ
い
て
は
、
昭
和
52
年
頃
よ
り
一
度
も
返
済
不

能
処
理
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
間
、
死

亡
者
や
転
出
者
、
住
所
不
明
者
等
多
数
い
る
と

思
わ
れ
、
現
在
、
調
査
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
本
町
監
査
委
員
よ
り
、
死
亡
者
や

基
本
料
金
税
抜
き
１
万
６
１
７
０

円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
超
過
料

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
の
プ

ラ
ン
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
律
、
１

ｔ
増
す
ご
と
に
税
抜
き
２
８
０
円

が
発
生
い
た
し
ま
す
。

　

③
料
金
の
値
下
げ
や
基
本
料
金

プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
田

川
地
区
８
市
町
村
の
中
で
最
も
安

い
料
金
を
も
っ
て
、
水
道
事
業
を

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
本
町
の
水
道
事
業
に
か
か

る
施
設
整
備
等
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
と
な
る
、
大

任
町
水
道
事
業
基
金
を
積
み
立
て

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

島
台
浄
水
場
の
新
設
に
加
え
、
成

光
浄
水
場
や
埋
設
す
る
水
道
管
の

老
朽
化
は
進
み
、
ま
た
、
こ
れ
に

併
せ
、
本
町
の
地
形
的
な
特
性
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
す
べ
て
の
町

域
に
お
い
て
、
安
定
的
に
上
水
を

供
給
す
る
た
め
の
補
足
的
な
設
備

の
更
新
の
必
要
性
も
生
じ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
消
す
べ
く
、
上
水

道
に
か
か
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
が

住
所
不
明
者
な
ど
の
支
払
不
能
者

に
つ
い
て
は
、
適て
き
ぎ宜
、
不
納
欠
損
処

理
を
行
わ
な
い
と
昭
和
時
代
の
未

収
金
を
引
き
ず
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
で
検
討
を
お
願
い
し
た
い
と
、

ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
現
在
、
そ
の
精
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
本
町
の

実
態
に
即
し
た
水
道
料
金
の
未
納

に
か
か
る
数
値
が
判
明
し
て
い
な
い

現
段
階
に
お
け
る
、
こ
の
場
で
の
答

弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
基
本
料
金
の
プ
ラ
ン
詳
細
と

比
較
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

ず
「
一
般
用
」
が
、
一
般
家
庭
で
ご

利
用
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
で
あ
り
ま
し

て
、
８
ｔ
ま
で
は
基
本
料
金
税
抜

き
１
５
７
０
円
で
あ
り
ま
す
。
次

に
「
営
業
用
」
が
、
会
社
や
工
場
、

病
院
等
で
、
各
種
営
業
の
用
途
で
、

ご
利
用
い
た
だ
く
プ
ラ
ン
で
あ
り

ま
し
て
、
20
ｔ
ま
で
は
基
本
料
金

税
抜
き
３
９
３
０
円
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
「
大
口
用
」
が
営
業
浴
場

や
学
校
保
育
園
等
、
月
間
１
０
０

ｔ
以
上
の
上
水
を
ご
使
用
に
な
る

団
体
に
ご
利
用
い
た
だ
く
プ
ラ
ン

で
あ
り
ま
し
て
、
１
０
０
ｔ
ま
で
は

発
生
い
た
し
ま
す
。
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
平
成
25
年
６
月
、
並
び

に
平
成
29
年
５
月
に
、
本
町
の
水

道
事
業
に
か
か
る
諮
問
機
関
で
あ

り
ま
す
、
大
任
町
水
道
事
業
審
議

会
に
対
し
「
水
道
事
業
の
健
全
な

経
営
を
図
る
た
め
の
料
金
改
定
等

の
検
討
に
つ
い
て
」
諮
問
を
行
い
、

当
該
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、

苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
26
年
４
月
と
平
成
30
年
４
月

の
２
回
に
分
け
る
形
で
、
段
階
的

に
水
道
料
金
の
改
定
を
実
施
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
、
並

び
に
当
該
水
道
料
金
の
改
定
か
ら
、

さ
ほ
ど
時
間
が
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
、
議
員
お
尋
ね

の
水
道
料
金
の
値
下
げ
及
び
基
本

料
金
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
検
討
に
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

問 

次
谷 

　

未
納
分
は
い
つ
か
ら
の
が
あ
り
ま

す
か
。

　

今
現
在
の
田
川
地
区
で
大
任
町

の
水
道
料
金
は
一
番
高
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。

答 

水
道
課
長 

　
水
道
料
金
の
未
納
に
関
し
ま
し

て
は
、
現
在
、
精
査
中
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
場
で
の
回
答
は
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
単
価
は
、
現
時
点

で
は
、
田
川
地
区
の
中
で
一
番
高
く

な
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し

ま
し
て
も
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま

し
た
と
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必

要
な
基
金
を
積
み
立
て
て
い
く
な

ど
、
町
民
の
皆
様
に
対
し
、
将
来

に
わ
た
り
、
安
心
で
安
全
な
上
水

を
確
実
に
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
、
円
滑
か
つ
適

切
な
水
道
事
業
の
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
谷 

　

こ
の
２
、３
年
コ
ロ
ナ
過
で
収
入

が
減
っ
て
い
る
家
庭
が
大
半
で
、
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
今
後

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
、
お

考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

次
に
、
田
川
地
区
８
市
町
村
共

同
施
設
「（
仮
称
）
大
任
町
ご
み
処

理
施
設
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
建
設

費
と
建
設
の
進
捗
状
況
や
用
地
取

得
費
を
含
む
事
業
費
の
内
訳
、
ま

た
、
建
設
費
が
当
初
よ
り
上
振
れ

し
た
理
由
の
根
拠
を
具
体
的
に
町

長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答 

町
長 

　

ご
み
処
理
施
設
の
進
捗
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
年
２
月
17
日
に
起

工
式
を
行
っ
た
う
え
で
、
３
月
か
ら
、

プ
ラ
ン
ト
の
建
設
工
事
に
着
手
し
て

お
り
、
現
在
、
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
３
月
17
日
付
に
て

議
会
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
と
お

り
２
２
０
億
円
で
あ
り
、
用
地
取
得

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
７
万
７
千

㎡
で
、
約
１
億
８
７
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
用
地
取

得
費
の
う
ち
、
５
万
７
３
０
０
㎡
、

１
億
３
６
４
９
万
７
９
０
０
円
分
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
５
月
19
日

付
、
同
年
６
月
８
日
付
に
て
、
議
会

議
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
他
、

議
会
議
決
を
要
さ
な
い
用
地
取
得
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
予
算

案
と
し
て
議
会
に
お
示
し
を
し
、
議

決
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
よ
っ
て
議
員
が
お
尋
ね
の
項
目

に
つ
い
て
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
費
が
当
初
に
比
べ
上

振
れ
し
て
い
る
、
と
の
ご
質
問
で
あ
り

ま
す
が
、
議
会
議
決
を
い
た
だ
き
ま

し
た
２
２
０
億
円
か
ら
、
現
在
ま
で
、

上
振
れ
は
あ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
谷

　

今
後
の
建
設
費
の
見
通
し
に
つ
い

て
で
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
世

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
）
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同意
「大任町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」
・任期満了に伴い、桑野敏朗氏を教育長に再任するものです。
・任期　令和４年９月４日～令和７年９月３日

「大任町監査委員の選任につき同意を求めることについて」
・前任の宇佐見利憲氏が辞職されたことに伴い、安武英明氏を新たに監査委員に選任するもので
す。
・任期　令和４年９月１日～令和８年８月 31 日

「大任町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」
・前任の池本敏春氏が任期満了で辞職されたことに伴い、帆足昌平氏を新たに教育委員に任命す
るものです。
・任期　令和４年９月５日～令和８年９月４日

界
的
な
物
価
高
が
あ
っ
て
先
行
き
は

不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
世
代

へ
の
負
担
を
踏
ま
え
て
、
費
用
が
上

が
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
の
で
、
田
川

地
区
８
市
町
村
の
住
民
の
こ
と
も
考

え
、
今
後
も
慎
重
な
事
業
の
遂
行
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 

次
谷 

　

次
に
、
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

で
す
。
全
国
の
市
町
村
の
情
報
公
開

条
例
を
持
つ
１
７
２
０
自
治
体
（
都

道
府
県
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）
の

う
ち
請
求
権
が
「
何な
ん
ぴ
と人
」
に
な
っ
て

い
な
い
自
治
体
は
８
０
６
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
住
ん
で
い
る
住
民
の
み
に
制

限
し
て
い
る
の
は
わ
ず
か
４
自
治
体

で
す
。

　

大
任
町
で
は
情
報
公
開
条
例
が
改

正
さ
れ
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
改

正
さ
れ
た
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

「
何な
ん
ぴ
と人
」
か
ら
「
町
民
」
に
知
る
権
利

を
改
正
し
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
そ

の
改
正
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と

言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
知
る
権
利
を
「
町
民
」
に

狭
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
批
判
も

あ
り
ま
す
が
、
旧
条
例
に
戻
す
考
え

は
な
い
の
か
、町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

答 

町
長 

　

ま
ず
、
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

の
質
問
の
前
に
、
そ
の
前
の
質
問
で

状
況
報
告
を
一
言
付
け
足
し
て
お
き

ま
す
。
先
ほ
ど
、
申
し
述
べ
ま
し
た

と
お
り
、
２
２
０
億
円
で
ご
み
処
理

施
設
は
契
約
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
後
、
プ
ラ
ン
ト
の
施
工
業
者
か

ら
物
価
高
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ

て
鉄
筋
、
鉄
骨
等
が
値
上
が
り
し
て

い
る
の
で
、
な
ん
と
か
契
約
金
額
を
上

げ
ら
れ
な
い
か
と
、
要
請
が
き
て
お
り

ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
お
断

り
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
業
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
か
か
る
見

積
金
額
は
２
５
８
億
円
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
の
後
何
回
に
も
わ
た
り
、
金

額
の
交
渉
を
行
い
、
最
終
的
に
38
億

円
ほ
ど
減
額
し
て
も
ら
い
、
２
２
０
億

円
で
の
契
約
締
結
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
工
事
の
実
施
主
体
と
し
て
、
８

市
町
村
の
負
担
金
が
で
き
る
だ
け
少

な
く
な
る
よ
う
に
と
本
町
が
努
力
し

て
い
る
点
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
情
報
公
開
条
例
に

つ
い
て
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
尋
ね
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
昨

年
９
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
決

を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
大
任
町
情
報

公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
改
正
内
容
を
指
し
て
い
る
も
の
思

い
ま
す
が
、
当
該
改
正
議
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
の
９
月
議
会
初
日

に
議
案
が
上
程
さ
れ
た
後
、
所
管
の

総
務
常
任
委
員
会
の
審
議
に
際
し
ま

し
て
も
、
ま
た
、
議
会
最
終
日
の
本

会
議
の
採
決
に
際
し
ま
し
て
も
、
次

谷
議
員
を
含
め
て
出
席
議
員
の
ど
な

た
か
ら
も
質
疑
や
反
対
討
論
な
ど
一

切
無
く
、
満
場
一
致
に
て
可
決
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
執
行
部
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
こ
の
議
会
議
決
を
重
く

受
け
止
め
て
い
る
次
第
で
あ
り
、
現

時
点
に
お
き
ま
し
て
は
現
行
規
定
で

の
運
用
を
今
後
お
こ
な
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
議
会

や
住
民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
、
将
来
、
議
会
や
住
民
の
皆

様
が
改
正
前
の
規
定
に
戻
し
た
方
が

良
い
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
多
数
と

な
れ
ば
、
再
度
、
元
に
戻
す
改
正
を

行
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
谷 

　

全
国
的
に
開
示
請
求
権
の
対
象
を

広
く
認
め
て
い
る
な
か
、
大
任
町
は

請
求
権
を
狭
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

条
例
を
含
め
、
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

大
任
町
の
活
性
化
の
た
め
、
引
き
続

き
、
町
長
に
は
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

９月定例会審議結果表

予
算

令和４年度
補正予算

　一般会計 可決

特別会計

　国民健康保険事業 可決

　後期高齢者医療 可決

　し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業 可決

公営企業 　水道事業 可決

条
例

大任町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決
大任町財政事情書の作成及び公表に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

認
定 令和３年度　大任町各会計歳入歳出決算の認定について 認定

同
意

大任町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同意

大任町監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意

大任町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意

　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。なお、次回の定例会は
令和４年 12 月の予定です。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

松
下　

太

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

永
原　

学

●
委　

員

　
　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

正
憲

「大任町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について」

保育所等に入所できず、１歳６ヵ月まで育児休業を延長する場合、１歳から１歳６ヵ月の間において、
父、母が育休をずらして交代で取得することが可能となるための改正です。

「大任町財政事情書の作成及び公表に関する条例等の一部を改正する条例に
ついて」
議会議決をした契約に関して５００万円以下の増減又は、工期が 30 日以内の場合は改めて議決を
要しない旨を定めるものや、情報公開するなかで「第三者の権利を侵害することのないよう努め、
守秘する義務を負うものとする。」を追加し、公開された情報を慎重に扱うように定めた改正です。

主な議案

認定
「令和３年度　大任町各会計歳入歳出決算の認定について」
・監査委員毛利英文議員の監査報告を受け、大任町一般会計歳入歳出決算書ほか４特別会計決算書
を原案のとおり認定しました。
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